
 

2018 年 7 月 22 日 

最後の晩餐とユダの裏切り マルコの福音書 14:12～26 
I. 最後の晩餐の準備 

1. 弟子たちは困っていた 監視の目があるエルサレムのどこで食事を？ 

2. 主には備えがあった  すでに整った宴会席とそこに至る方法まで 
3. 弟子たちが言ってみるとその通りであった  ヨハネとペテロが準備 

4. なぜこのような方法を？  ユダが祭司長たちに密告できないように 
 
 
 

II. 最後の晩餐での衝撃 

1. 食事をともにするということ  親しさと信頼の象徴 

     過越の食事：

2. 衝撃的なイエスのことば   

 

 

 私たちは自分の罪深さに気づかない者 

 

 

3. 隠れたメッセージ 

 

 

 

 

  
 
 
 

 
III. 私たちへのメッセージ 

1. キリストに期待するものを間違えてはいないか 

 

 

 

2. ユダからの教訓 
 
 
 

 

 

  

ヘブル人への手紙１３：８ 

 イエス・キリストは、昨日も今日も、とこしえに変わることがありません。 

宿命ではなく、主に立ち返るという選択 

水がめを運ぶのは当時女性の仕事！ 

 

  

 

ユダの計略の上を進まれるイエス。主は一切の出来事の主。 

「生まれなかった方が幸い」とはどういう人か 
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12 種なしパンの祭りの最初の日、すなわち、過越の子羊を屠る日、弟子たちは 
イエスに言った。「過越の食事ができるように、私たちは、どこへ行って用意をし
ましょうか。」 

13 イエスは、こう言って弟子のうち二人を遣わされた。「都に入りなさい。 
すると、水がめを運んでいる人に出会います。その人について行きなさい。 

14 そして、彼が入って行く家の主人に、『弟子たちと一緒に過越の食事をする、 
わたしの客間はどこかと先生が言っております』と言いなさい。 

15 すると、その主人自ら、席が整えられて用意のできた二階の大広間を見せてく
れます。そこでわたしたちのために用意をしなさい。」 

16 弟子たちが出かけて行って都に入ると、イエスが彼らに言われたとおりであっ
た。それで、彼らは過越の用意をした。 

17 夕方になって、イエスは十二人と一緒にそこに来られた。 
18 そして、彼らが席に着いて食事をしているとき、イエスは言われた。 

「まことに、あなたがたに言います。あなたがたのうちの一人で、わたしと一緒
に食事をしている者が、わたしを裏切ります。」 

19 弟子たちは悲しくなり、次々にイエスに言い始めた。「まさか私ではないでしょ
う。」 

20 イエスは言われた。「十二人の一人で、わたしと一緒に手を鉢に浸している者で
す。 

21 人の子は、自分について書かれているとおり、去って行きます。しかし、人の
子を裏切るその人はわざわいです。そういう人は、生まれて来なければよかった
のです。」 

22 さて、一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、神をほめたたえてこ
れを裂き、弟子たちに与えて言われた。「取りなさい。これはわたしのからだで
す。」 

23 また、杯を取り、感謝の祈りをささげた後、彼らにお与えになった。彼らはみ
なその杯から飲んだ。 

24 イエスは彼らに言われた。「これは、多くの人のために流される、わたしの契約
の血です。 

25 まことに、あなたがたに言います。神の国で新しく飲むその日まで、わたしが
ぶどうの実からできた物を飲むことは、もはや決してありません。」 

26 そして、賛美の歌を歌ってから、皆でオリーブ山へ出かけた。 


